
心理学入門 : 脳とこころの視点から探る / 松本絵理子編著 培風館, 2011.
知覚、注意、記憶、発達、社会認知等のトピックについて脳研究の知見を踏まえつつ解説がなされて
いる。授業内容に関連深いトピックスについてより知識を得たい場合には、本書内で紹介されている
文献をもとに発展的な学習が可能である。

[ BB07472439 ]

基本から研究の最前線まで / 越智啓太編 創元社, 2016.
心理学を初めて学ぶ際に、どのようなトピックスが包含されているのかを概観するのに最適。図を多
く用いていることから構えることなく、授業で触れられたトピックスやその関連事項について調べるこ
とができる。

[ BB22019921 ]

心理学 / 無藤隆 [ほか] 著 【新版】 有斐閣, 2018.
網羅的に現代的な心理学を学ぶ上で役立つ書籍。認知、社会、臨床、などの主要な心理学領域の
内容を図表や研究事例を通じて学ぶことができる。2018年に新版が出版され、最新の内容にも触れ
ることができる。

[ BB2585705X ]

認知心理学 / 箱田裕司 [ほか] 著 有斐閣, 2010.
認知心理学の歴史的背景や基礎的な用語の解説，主要テーマの紹介など，授業内容に深く関連す
る事項も多いため理解を深める上でとても良い。認知心理学に関する知識を体系的に身に着けるの
に最適。

[ BB02461140 ]

美感 : 感と知の統合 / 三浦佳世, 川畑秀明, 横澤一彦著 勁草書房, 2018.
視覚認知に関わる授業内容の発展的学習にも適している。美しい、醜いといった感性知覚がどのよ
うに実証的に研究されてきたかが詳細に解説されている。

[ BB27493216 ]

だまされる視覚 : 錯視の楽しみ方 / 北岡明佳著 化学同人, 2007.
知覚心理、特に錯視研究で国内外で知られている著者による錯視の紹介と解説。数多くの実例から
思わず惹きつけられる錯視現象にはこのような背景があるのか、ということを理解するのに最適で、
この領域の研究に触れる書籍として推薦したい。

[ BA80251945 ]

心の仕組み / スティーブン・ピンカー著 ; 椋田直子訳 筑摩書房, 2013.
脳と心の研究を複合的な視点から考察したいときに最適な一冊。人間の精神活動の背景と今後の
研究の展開について考えさせられる。

[ BB12381423 ]
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マジックにだまされるのはなぜか : 「注意」の認知心理学 / 熊田孝恒著 化学同人, 2012.
認知心理学における注意研究の第一人者による、とてもわかりやすい注意の入門書。マジシャンが
巧みに人の注意を操るからくりから始まり、注意機能とはどのような特性を持つのかについてやさし
く理解できる。

[ BB08039237 ]

認知心理学ハンドブック / 日本認知心理学会編 有斐閣, 2013.
帯に「認知心理学の広がりと深み」とあるように、認知心理学で取り扱われる重要な項目を網羅的に
取り上げられているため、授業で触れた用語について掘り下げる際にとても有用である。内容も新し
く、研究を始める際の手引きとしても適している。

[ BB14286988 ]

Cognitive neuroscience : the biology of the mind / Michael S. Gazzaniga, Richard B. Ivry,
George R. Mangun W. W. Norton, 2019.
ガザニガの本、で知られる認知心理学・認知神経科学分野のテキストの中でも非常に有名な一冊。
各章とも第一人者により、的確かつ最新の知見が網羅されている。さらに興味を深めたい人、自らの
研究に生かしたい人、留学等で心理学を学ぶことを考えている人には最適。

[ BB28491442 ]

心の中のブラインド・スポット : 善良な人々に潜む非意識のバイアス / M. R. バナージ, A.
G. グリーンワルド著 ; 北村英哉, 小林知博訳 北大路書房, 2015.
認知におけるバイアスやステレオタイプなど，非意識的に行動に影響を及ぼす要因について実験事
例を交えて分かりやすい筆致で描かれている。第1章のマインドバグなどは認知とは何かを考える上
で特に参考となる。

[ BB19464165 ]


